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幼稚園 ・ 保育所における障害児へ の 心理臨床活動の 進め方
　　 ○小　野 　聡　子

（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

徳　田　克　己

（筑波大 学社会医学系〉

　 幼稚園や保育所 における障害児 へ の 臨床活動は、子

どもの 問題 行動 な どに 関 して 直接的に子 どもに働 き か

け る活 動、家族 の 関わ り方 に 問題 が あ る場 合や 家庭環

境を調整す る必要が ある場合に行 う保護者に対する活

動、保育中に子 どもが示す問題行動 へ の 対処 方法や保

育者 と保護者の 関係調整の 方法をプ ラン ニ ン グする保

育者 に対する活動の 3 つ に大別 で き る。
こ こ では、子

ど もと保護者 に 対す る活 動 を 中心に 述べ たい。

1 ．幼稚園 ・保育所 に お ける臨床活動 の 考 え方

　一
般的 に 、 幼稚園や保育所 は保育の 場 で あっ て 、 治

療や療育の場で はない 。 この こ とを よ く理解してお か

ない と、子ども、保護者、保育者が それぞれ大きな負

担を感 じる こ とに なる。

　 最近は 幼稚園・保育所 と専門機関、保護者 の 問で 連携

が は か られ る よ うに な り、幼稚園や保育所 に在籍 し て

い る子 どもの 閼題 につ い て、大学や療育セ ン タ
ー

の 心

理 臨 床の 専門家が保育者や保護者 にア ドヴァ イ ス す る

こ とが ある。しか し、その ア ドヴァ イ ス の なか に は明

らか に 不適切 な もの があ る。 自閉症の 専門家が幼稚園

の 保育者 に対 して 行 う 「こ の 子 どもの 指導は マ ン ツ
ー

マ ン で 、決 ま っ た 時間 に、決 ま っ た 部屋 で 、特定 の 指

導者が行 っ て くだ さい 」 などとい うア ドヴァ イス が そ

の 例で ある。 これは、専門家が保育の 場の 状況を理解

しない で保 育者に指示 を 出 して い る例で あ り、保 育の

場が 混乱するも とに な る。

　保 育者は とにか く忙 しい し、時間が ない。特に、幼

稚 園 で は ひ と り担 任制 の 園が多い の で、特 定の 子 ども

に対す るマ ン ツ
ー

マ ン指導が で きる状況にはない。ま

た、保育者は障害や問題行動に対する指導の 専門性を

身に つ けてい ない。上述の ようなア ドヴァ イス は現場

の 保育者を不安に させ、混 乱 させ る も とになる の で あ

るが、そ の 不 安や混乱は 専門家に フ ィ
ードバ ッ ク され

な い の で、保 育現揚 を知 らない 専門家は そ うい っ た指

示をあち こ ちで 出 し続 けるこ とに なる。

　幼稚園や保育所の 臨床活動の 基本は、保育の 場で子

ど もを観察 し、保育者か ら話 を 闘き、で きれ ばその 場

に保護者に来 て もらっ て話 をする こ とで あ る。園 に出

向け ば、前年度の 担任保育者の 話も聞く こ とがで きる。

しか も専 門 家は継 続 的に保 育の 場 に 出 向い てい くこ と

が必要で ある。そ うするこ とに よ っ て、子 ど も、保育

者、保護者 との ラポートを形成 で き、解決 に不 可欠な

情報 （両親の 不仲や子 どもに対 す る虐待 行為 の 存在 な

ど） を得 る こ とが で き るの で あ る 。

　 保育の 場に関わ る心 理 臨床の 専門家 の役割 として は、

それ ぞれの 問題の 状況 を とらえ、園として どの ように

対処すべ きか を保育者と
一

緒に考え、園で の 対応がむ

ず か しい と思われ る場合に は専門機関を紹介し、園 と

専門機関、そ れ に保護者との 連携 が ス ム
ーズ に 行われ

る よ うに コ
ーデ ィ ネ

ートす る こ とで ある。 決 して ， 保

育の 場を治療の 場として とらえ 、 保育者や親を混乱 に

巻き込ん で はならない 。

2 ．保育場面 にお ける子 ども理解 の 方法

　 保育場面における子 どもに対する心理 ア セ ス メ ン ト

の 方法 と して は観察 法が 中 心 に なる。幼稚園や保育所

で は子 ど もが 自主 的に活動す る時間が多い ため 、 観察

するチ ャ ン ス は非常に多い。対大人、対子 ど も、時に

は対動物の 行動が観察で き、また運 動、作業、指示 行

動、食事、排泄、着替えなどの さまざま な場面を見る

こ とが で きる。

　専門家が園に い る時間はわず かで あ るの で、子 ども

の 問題行動 が観察で き ない こ と も多い
． そ の 場合には 、

問題行動場面を ビデ オ収録 し て お くこ とが必 要 に な る 。

　保育の 場で の 問題行動 に気 がつ い て い ない 保護者や

気が っ い て い て も認 めた くない （認め よ うとしない ）

保護者が お り、保育者が対応に 困っ て い るケ
ー

ス が多

い。その よ うな場合に は、保護者に保 育 中の 子 どもの

様 子 を専門家 と一緒 に観察す る機会を持つ こ とが効果

的 で ある。保護者がそばで観察す る こ とに よ っ て子 ど

もが落ち着かない ようであれば、
ビデオ カ メ ラ を用い

て 別室か ら観察すれ ばよい。子 どもの 様子を見なが ら

専門家が保護者 に 関 われ ば、保護者の 認 識 に も変化 が

起 こ る こ とが 多い。

3 ．子 ど もに 対す る臨床活動

　幼稚園・保育所に お い て
、専門家が子 どもに 対 して継

続的 に関 わ る活動で 最 も多い の は、障害児あ るい は障

害が疑われ る子 どもの 問題行動への 介入 で ある。特に、

自閉症 ・自閉的傾向の あ る子ども、こ とばの 遅れや知

的な遅れ の ある子 ども、多動傾向の あ る子 どもなどに

対 す る直接 的介入 が大 部 分 を 占 め る。し か し、継続的

と言 っ て も、毎日あ るい は 週に 2 〜3回 以 上も関われ
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るこ とは まれで あ り、多 くても週 に 1 回程度で あ る。

した が っ て 、
．
専門家の 継続的介入 の み に よっ て 、障害

児の問題行動を改善させ る こ とはむず か しい
。 む しろ 、

そ の 機会に子 どもの 問題 行 動 へ の 対処 の 方法を保育者

や母親に伝えて、介入効果を持続させ るこ とを目標 に

すべ き で あ る。

4 ．保護者 に対す る臨 床活 動

　 幼稚園 ・保育所における臨床活動め中心は、保護者

に対す る カ ウン セ リン グと情報提供で ある。子 どもの

問題行動の 多くが家族との 関わ りや家庭環境に起因 し

て い る こ とが そ の 理 由 で あ る。

　（1）保護者か らの 相談内容

　 保護者か らの 相談内容 は多岐 に渡る 。 相談 内容 を分

類すると、以下の よ うに な る。

  専門家が保護者にア ドヴァ イス して、また保育者 と

　 連携 して 、場合に よ っ て は子 ど もに直接的に介入 し

　 て、さらには 専門機関を紹介 して、解決を図らなけ

　 れ ば な らない 問題 （障害児の 場 合に は こ の 相談 が多

　 い ）

  子 どもに対する保護者の 行動を変化させ る こ とで 解

　 決が望 め る問題 （例えば、父親嫌い 、弟をい じめ る、

　 砂
・
泥

・
水を嫌が る）

  保護者の 知識不足、誤解、偏見な どか ら生 じて い る

　 可能性が あ り、適切 な情報 を伝え、また啓発 して い

　 くべ き問 題 （例え ば、利 き 手、「ど うして ？　なん

　 で ？1 と うるさい ）

  自分の して い る育児に 対するお墨付きをもらい たい

　 とい う内容 （例えば、モ ン テ ソ ソ
ー

リ教育の 効果、

　絵本の 選び方、文字 の 教え方）

  保護者 と
一
緒に 対策 を考 える問 題 （例 えば、祖父母

　 が 隠れ て お菓子 を与 え る、父 親が 子 どもを かわ い が

　らない、父親不在の 子育て の 仕方、保育者へ の 不満）

（2 ）障害の ある子 どもの 保護者に対 して

　現代は共生の 時代で あ り、多くめ外国人 の 子弟や障

害の あ る子 どもが幼稚園
・保育所に通 っ て い る。障害

の ある子 ど もの 中で も、視覚障害児、聴覚障害児、肢

体不 自由児な どは、早期発見され、専門機関 で治療教

育を受けて い るケ
ース が多い が、知的障害児、自閉症

児、議 。 早 児などは 3 歳以 降に障害が明らか になる

場合が 多い 。まさに子 どもが幼稚園 ・保育所 に通 う時

期 に、保護者はわ が子 の 障害を受け入 れ、発達支援の

た め の 特別 な指 導 を受け る努 力 を して い か な くて は な

らな い の で ある。

　子 どもの 障害を受容するこ とは、保護者に とっ ては

人 生最大の 苦悩で あ り、人生観 ・価値観 の 大きな変容

を迫 られ る こ とで あ る。児童精神科医の 佐々 木正 美 は、

親が わ が子 の 障害を受容す る過 程 を；精神 的打撃 と麻

痺の状態→
否認 → パ ニ

ッ ク → 怒 り→ 敵意と恨み→罪意

識 → 孤 独感と抑 うっ 感情 → 精神的混乱とア パ シ
ー→あ

．きらめか ら受容昏 ッ 新 しい 希望、そ して ユ
ー

モ ア と笑

い の 再 発見 → 新 しい アイ デン テ ィ テ ィ の誕生、とい う

段階で 示 して い る。幼稚園
・
保育所に お い て は 、障害児

を持つ 保護者の 多くは、精神的打撃と麻痺の状態→ 否

認→パ ニ ッ ク → 怒 り→ 敵意と恨みの 段 階に あ り、ま さ

に専門家や保育者に よ る心理的な支援を必要 と して い

る の で あ る。

　 保護者 に よる受容が遅 れ る とζ子 ど もが そ の ときに

必要 と して い る指導や訓練を受ける機会を逸 して しま

うこ とになる。例 えば、親が 子 どもの 障害を否認 して

い ると、治療教育を行う専門機関に通 うこ とがない ば

か りか、幼稚園 ・保育所内で行 う専門家に よ る指導 も

拒否す る こ とが多い 。ま た、障害の ない 子 どもの い る

家族 や保育者 に 対す る嫉妬 、敵意、．羨望、恨み の よ う

な感情が 出て き て 人 間関係 が壊れ て しま うこ とがある 。

　 こ の 過程 にい る保護者 に対 しては 継続的な 面接 が必

要 になる 。 保護者 に子 どもの 状態を正 しく認識 して も

らい 、今後の 方針を
一
緒 に立 て る こ とを目標に支援す

る こ とに な るが、長い 時間 を必 要 とす る こ と
「
が常 で あ

る。また 母親 が受容 しつ つ あ っ て も、父 親が頑 ど して

受 け入 れず、母 親が さらに苦悩するこ ともよ くあ るの

で、両親が ともに受容 してい ける ように配慮 しな くて

は ならない。

　専門家は、保育の 場にお い て （あるい は ビデオ で ）

子 どもの 様子 を保護者 と ともに観察し、情報提供を行

う。ま た、専門機 関 の 治療教育の 場面を保護者 が 見学

に行 っ た り、同 じ よ うな状態で あっ た障害児の 母 親（先

輩マ マ ）を紹介 して ピア カ ウン セ リン グ的な関わ りを

持て る ように した りと、餘々 に受容が進む よ うに工 夫

を して い く。保護者は 受容 の過程に あるように見えて

’

も、急に ドク ター
シ ョ ッ ピン グに 走b た り、健 康食品

に 凝 っ た り、・宗教 活 動 に熱 心 に な っ た り、すべ て の こ

とに対 して 無気力 になっ たりす る こ とがあるの で、専

門家は保育者 とともに 、 常に気持ちの 上で寄り添 っ て

い くとい うこ とを保護者に 伝え続 け るべ きで あ ろう。
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